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DADCスマートビルPJの役割
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IPAの役割と3つの事業の柱
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IPAの経営理念及びビジョン・行動規範
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DADCの位置付け
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検討会
【有識者＋関係省庁】

センター長

テーマ毎の
プロジェクト

Society 5.0の実現に向け、デジタル市場の基盤整備
のために必要となるテーマのアーキテクチャを提案

関係省庁主催省

主な役割
・産業に関わるルールを整備
・民間企業向けのシステムの開発や導入を支援

※NEDOと連携して実施

連
携

報告

助言

民間企業 / 教育機関

テーマ毎の検討の具体化のために、
優れたリーダーシップ・専門性を有する人材が参画

産学官の叡智を結集して取組を推進するための全体スキーム

ほか関連省庁

地方自治体

テーマ毎のプロジェクト
の検討を支援

理事長
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• 政府は、デジタル田園都市国家構想基本方針において、スマートビルに関するアーキテクチャ設計に

取り組む方針を示した。また、民間企業からIPAに対してスマートビルに関するアーキテクチャ設計に

ついて依頼があった。

• これらを踏まえて、経済産業省及びDADCは、関係省庁・民間企業・教育機関といったステークホル

ダーと連携して、Society5.0の実現に向けて、スマートビルに関するアーキテクチャ設計を行う。

スマートビルに関するアーキテクチャ設計に取り組む背景

（２）デジタル田園都市国家構想を支えるハード・ソフトのデジタル基盤整備

③データ連携基盤の構築

【産業領域】
産業活動に係るソフトインフラの構築も進めていく。地域からグローバル市場に

つながるために、CO2 排出量の可視化や模倣品の排除などグローバル・サプライチェ
ーンにおいて新たに対応が必要となってくるデータの共有・連携を推進していく。
地域の中小企業の経済活動に不可欠な契約から決済にわたる取引や人口減少・少子
高齢化等の地域の社会課題解決のカギとなるモビリティサービスを中心に、相互連
携に必要となるシステム全体のアーキテクチャ設計・検証や実装に向けた技術開発
を行い、世界をリードする新たな産業・サービスの創出を目指す。また、快適で便
利な地域における国民生活を実現するような次世代の建物空間の創出に向けて、ス
マートホーム、スマートビルのアーキテクチャ設計を推進する。

民間からの依頼文（抜粋）デジタル田園都市国家構想基本方針（抜粋）
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スマートビル・プロジェクト(2022～2024)

スマートビル将来ビジョン検討会

ガイド
ライン
制定

普及
勉強会

新団体
設立

新団体
設立
準備会

民間主導による
新団体の
自立運営
(2025～)

業界の枠を超える ことで、
様々な社会課題解決に
向けた意義は見いだせた。

産官学連携による新時代
の団体の ひな形となり、
国の継続連携スタンスを
引き出しつつ、今後の方針
を示す予定。

インキュベー
ションラボ
(2021)

Society5.0の実現
に向け推進すべき
候補を民間から
募集し、支援する

発起人会

人間中心の社会（Society5.0）を実現するために、スマートビルの普及により、データの利活用

を促進する新たな産業を創出し国際競争力の向上を図る。

そのために必要なアーキテクチャ設計や協調領域の提案・ 合意形成を図り、指針となるガイド

ラインを発行し、産学官 連携によるデジタル完結な新しい形の母体団体の設立を指導・支援する。

DADCスマートビルPJのミッション
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スマートビルがあたり前の世界
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急速な技術発展により、ビルに対してもソフトウェア・クラウドの適用、
デジタル化が進んでいる。

スマートビルに於けるデータ利活用によって、産業振興・国際競争力向上
を狙うための協調領域の確立が急務であると共に、デジタル化を推進する
政府意向の受け皿としての母体団体が求められている。

スマートビル市場の背景

スマートビル市場形成
及び建設業における
デジタル化・DXの遅れ

課題

01 スマートビル構築に関す
る技術仕様やガイドライ
ンといった標準情報不在

課題

02 データを活用した新たな
ビジネスやエコシステム
形成に必要な環境未整備

課題

03

協調領域の明確化、
スマートビル化による
具体的な規制緩和などの
インセンティブの実現

方策

01 技術仕様や構築プロセス
を整理し、技術人材の
育成やコミュニティ形成
を実現

方策

02 経産省が主導するウラノ
ス・エコシステム、デジ
タルライフライン全国
総合整備計画との連携

方策

03
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エコシステムの成立要件として、人を中心としたサービスの展開、ビル間の相互接続性やシステム互換性
によるサービス継続性の確保、活発なデータの流通、利活用が不可欠であり、

スマートビルの基本的な要求事項として以下を提案している。

スマートビルの要求事項

データドリブン
であること

• データの統一的な利用
• ビッグデータ活用
• AIやMLの適用
• アルゴリズムの再利用
• データガバナンスの実践

体験価値を
考慮するこ

と

• 多様なステークホルダー（入居者、
管理者、開発者）に対して、それ
ぞれにUX（体験価値）向上を考慮

• トレンドに合わせてUXの見直しと
アップデートが可能

• レイヤー構造を有する
• 疎結合なサービス連携
• 標準化されたインターフェース
• ×N倍でスケールする
• 参入障壁を下げ、競争を加速する

協調領域を
もつこと

N

N

General

Requirement
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スマートビルが当たり前になる世界観
機密性２ 関係者限り

脱炭素や省人化、地方創生といった社会課題やニーズと、高度化するインフラ（ネットワーク、クラウド、
センサー）の中で、ビルのあり方も変化してくる。移動体の位置情報を含むセンサーデータや、ロボット
導入に合わせて、建物とIoT、AI、ロボットが有機的に連携するアーキテクチャが求められる。

来訪者の情報（位置情報等）を活用
し、より便利なコンテンツの利用が
可能に。
ベビーカーや車いす、視覚障害者な
ども、より使いやすいビルに。

100台以上のロボットが、ビルや人と
も協調して動作することで、サービス
の高度化と省人化を実現。
ビルで取得・生成した情報を用いて、
安価・容易にロボットの利用が可能に。

ビルの中で収集したデータを都市
OS等と連携することで、都市の
アセットやエネルギーの最適化、
災害時連携、帰宅困難者対策などの
地域防災に対する貢献も可能に。

ユーザー情報を活用しビル機能を向上 大量のサービスロボットの導入 スマートシティとの連携
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インキュベーションラボ
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インキュベーションラボからスマートビルPJへ
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【インキュベーションラボ】全体スケジュールと推進プロセス

マイルストーン

8月

2021年度

7月

実現した場合の
社会的インパクトの検討

ステークホルダーの
分析・特定

課題の構造化・分析

アーキテクチャ設計による
ゴール・目的の明確化

今後のアクションプラン
の策定

有識者
レビュー

ラボ活動
開始

5

2

3

4

9月 10月 11月 12月 1月

最

終

レ

ポ

｜

ト

実施期間：2021/07/09 ～ 2022/01/31

目指すべき社会、
あるべき姿の明確化

1

6

スマートビル
ラフデザイン

ヒアリング
事例・技術調査

成果の
まとめ

追加ヒアリング

ヒアリングのまとめ
追加調査

WS1 WS2 WS3

海外動向調査

関連活動 MRI / METIとの共同検討（リスク分析ほか）

WS＝ワークショップ
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【インキュベーションラボ】実行計画（案）

実施施策 想定する活動内容 推進主体 所轄官庁・関連省庁等

スマートビル
コンソーシアムの設立

組織体制設計 コンソーシアムに必要な機能や組織体制を設計する DADC

経済産業省 情報経済課
協力体制構築 主要な業界関係者／団体と協力体制を構築する DADC

コンソーシアム設立 標準化推進の前身としてコンソーシアムを設立する DADC

標準化団体発足 コンソーシアムから標準化団体を発足する コンソーシアム

アーキテクチャ
ガイドラインの発行

協力体制構築・記載分担 ガイドラインの全体像を描き、必要な協力関係者を特定する DADC

経済産業省 情報経済課ガイドライン記載・発行 協力関係者とともにガイドラインを執筆し、初版を発行する DADC, コンソーシアム

ガイドライン更新 実証試験の事例や知見を基にガイドラインを更新、管理する DADC, コンソーシアム

国際標準化 ガイドラインを基に、国際標準化に向けた活動を行う 標準化団体

経済産業省 情報経済課
(NEDO等）

実証環境整備

助成事業計画 実証環境を整備するための予算計画、実行計画を行う DADC

実証環境構築 実証環境の構築・整備を行う DADC, コンソーシアム

実証環境運用 実証環境を運用し、事例・ベストプラクティスを蓄積する コンソーシアム

経済産業省 情報経済課
IPA教育プログラムの整備

解説本の出版 ガイドラインと関連したスマートビルの解説本を出版する DADC, コンソーシアム

教育機関・プログラムの設計 教育機関の組織体制、シラバスなどの教育プログラムの設計を行う DADC, コンソーシアム

教育機関・プログラムの準備 教育機関設立や教育プログラムを運用するため、体制構築などの準備を行う コンソーシアム

教育機関の設立 教育プログラムの運用主体として教育機関を設立する コンソーシアム

教育プログラムの運用 資格制度や書籍の発行などの教育プログラムを運用する 教育機関

認証制度整備

認証制度の設計 認証機関の組織体制、認証要件などの設計を行う DADC, コンソーシアム

経済産業省 情報経済課
認証制度の準備 認証制度を運用するため、体制構築などの準備を行う コンソーシアム

認証機関の設立 認証制度の運用主体として認証機関を設立する コンソーシアム

認証制度の運用 認証基準の整備やビルに対するの認証の付与など認証制度を運用する 認証機関

実施施策ごとの具体的な活動内容（案）は、以下のとおり。
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スマートビル将来ビジョン検討会
第１回～第６回
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将来ビジョン検討会(第１回～第３回 普及勉強会前)
2022/9/20 2022/12/7

2023/3/7
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将来ビジョン検討会(第４回～第６回 設立準備会後)

2023/12/11 2024/3/4

2024/10/31
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スマートビルガイドライン
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スマートビルガイドライン
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スマートビル普及勉強会
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スマートビル普及勉強会(第1～第4回)
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スマートビル普及勉強会(第5～第8回)
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抽出機能のグルーピング（全17グループ）
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機能グルーピングのWG割り当てと外部団体との依存関係

スマートビルコンソーシアム

情報収集/分析WG 標準策定WG 普及促進WG 外部連携WG

コンソーシアム運営（事務局）
IPA/DADC

経済産業省

国土交通省

デジタル庁

行政省庁

NEDO

公益デジタルプラット
フォーム連携機能

ガバナンス
コントロール機能

運営機能（総務/財務/法務/…）

スマートビル構築
プロセスの標準化機能

調査機能

マーケットプレイス
検討機能

技術標準化機能

コミュニティ機能

教育機能

認証機能

広報機能

表彰機能

市場モニタリング機能

行政との連携機能

外部システムとの
連携機能

スマートビルの
ビジョン検討機能

セキュリティWG

セキュリティ機能

(都市OSやAI等)他業界と
連携する機能

他業界(IT業界等)と
連携する機能

スマートシティへの接続性を
検討する機能

ロボットPFと連携する機能
大学/研究機関

アカデミアと連携する機能

マーケット
プレイス

公益デジタル
プラットフォーム

認証事業者 表彰事業者

開発環境整備機能

検定を企画する機能

検定事業者標準化団体
産業サイバー

SC研究会WG1



27© 2023 Information-technology Promotion Agency, Japan（IPA)

組織体制・WGの再調整
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新団体組成に向けて
設立準備会～発起人会

＋分科会
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新団体設立までの流れ

設立準備会 新団体

分科会

産業サイバーセキュリティ研究会WG1
ビルサブワーキンググループ

発起人会
移行 発起

連動

合流

etc.協調領域の検討 規制緩和検討 標準化検討

サイバーセキュリティ 物理セキュリティ

発起人選定

各種原案策定

etc.

団体の立上げ

発起資料の確定新団体組成に
向けた種々の
骨子や原案策定
と発起人会の
立上げを実施

団体設立に必要
な体制・計画・
書類をまとめ、
団体を発起

etc.

etc.

新団体発足後に必要と
なる機能に関し、課題
精査や事前検討を行う

団体発足時にビルサブワーキン
ググループが合流

設立後は民間の自主運営を
前提に、デジタル完結な新
しいエコシステムを構築し、
産学官連携による業界横断
でのデジタル化推進や魅力
向上、産業振興、国際競争
力の向上を実現するトップ
ランナーとして産業団体の
指標を示してゆく
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2024年1月～10月の期間に、ハイブリッド形式の設立準備会を月1回ベースで計10回実施

設立準備会のゴールと必須タスク
機密性２ 関係者限り

準備会規約／役割分担

• ゴールと道程の確認

• 会員要件、責任範囲

• 役割分担

• 検討事項の決定方法

• その他必要事項

経営理念

• 組織のあるべき姿の検討

• 使命(Mission)の策定

• 目的/将来像(Vision)の策定

• 価値観/行動指針(Value)の
策定

組織形態

• デジタル完結を目指せる様
な組織形態の検討

• 団体の意義に則した組織形
態の検討

組織体制

• 組織体制のアーキテクチャ設計

• 関連団体との連携方法の検討

• 組織の意思決定システム

• 組織の機能や人員構成

• 資金 / 費用

• 組織体制の【原案】を作成

事業趣意書

• 事業趣意書の要件整理

• 事業趣意書の概要を協議・検討

• 事業趣意書の【原案】を作成

定款 / 約款

• 定款 / 約款に盛り込むべき内
容の協議と検討

• 定款 / 約款の【原案】を作成

会員募集要項

• 会員の範囲や条件などの整理

• 会員候補のリスト化

• 入会金 / 年会費等の収入計画

• 会員募集要項の【原案】を作成

• 会員勧誘活動

発
起
人
会
を
発
足

タ
ス
ク
の
論
点

4～5月 6~8月 9~10月１~3月

• 組織の使命（Mission）

• 組織の目的/将来像（Vision）

• 組織の価値観/行動指針（Value）

• 組織形態

• 組織体制【原案】

• 事業骨子【原案】

• 事業趣意書【原案】

• 定款・約款【原案】

• 会員募集要項【原案】

事業骨子

• 事業骨子（WG含む）の協議

• 公的機関との連携を検討

• 主たる事業骨子を組織体制
や人員、資金等とも照らし
合わせて総合的に検討

• 事業骨子の【原案】を作成

成
果
物
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分科会（2024年度）のテーマ（１）

2024年度の分科会（「分科会」）は、スマートビルディング共創機構設立までの間に議論すべきである
との要望が上がった専門的なテーマを取り扱う。

データモデル分科会

目的
スマートビルの協調領域であるデータモデルの策定

主な活動
・ 汎用的なデータモデルを考案し、ビルOS上で検証
・ データモデル生成プログラムの改良
・ 国際標準化に向けた提言

スケジュール
9月：第1回(概要・方針)

10月：第2回(スコープ・ユースケース)
11月：分科会開催
12月：分科会開催
1月：分科会開催
2月：分科会開催
3月：取り纏め

サービスロボット分科会

目的
商業ビルや空港などでのロボット協調運行の価値とリスクを明確化

主な活動
・ 建物内でのロボット協調運行のユースケースを詳細化
・ ロボット協調運行に必要な機能や役割分担を整理
・ スマートビル機能との統合に向けたデータモデルや
プラットフォームの利用について検討

スケジュール
6月：メンバー勧誘
7月：分科会開催
8月：分科会開催
9月：分科会開催

11月：分科会開催
12月：DADC内部への報告会

※分科会・勉強会の成果はスマートビルディング共創機構に引継ぐ
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普及広報活動

目的
スマートビルに関する情報を広く発信し、

   業界関係者や一般市民の関心を高める

主な活動
・ ブランディングと広報方針の策定
・ メディアとのチャンネル作り
・ 広報素材の作成と普及・広報活動のサポート

スケジュール
5月：LonMarkJapan 講演
8月：情報処理学会 講演
9月：日刊不動産経済通信 記事掲載

10月：JEITA講演
10月：JFMA講演
11月：日経XTECH 記事掲載
12月：JAPAN BUILD 東京 講演/出展
1月：G空間情報EXPO出展
2月：スマビルカンファレンス(仮)

MSI勉強会

目的
MSIの標準プロセスを理解し、

   実際の業務に活かせるようにする

主な活動
・ MSIに関する基礎知識や最新動向の勉強会
・ 参加者からのフィードバックを収集
・ 事例研究や実践的なワークショップ

スケジュール
9月：勧誘

10月：勉強会
11月：勉強会
12月：勉強会

 1月：勉強会
 2月：まとめ

 3月：まとめ

ユースケース勉強会

目的
オーナー目線でのスマートビルの価値を
整理し、ビジネスに繋がるユースケースを
取り纏める

主な活動
・ ビルオーナー価値の仮説構築
・ 仮説を元にしたヒアリング

・ ヒアリング結果のとりまとめ

スケジュール
9月：価値構造化、仮説構築

10月：価値構造化、仮説構築
11月～1月：ヒアリング

2月：まとめ
3月：まとめ

※分科会・勉強会の成果はスマートビルディング共創機構に引継ぐ

分科会（2024年度）のテーマ（２）
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・設立準備会は、2024年1月に23社の有志メンバー企業＋事務局(DADC)で発足

・現在、産学官の計112企業・団体が参画中(2025.3.10現在)

・112社中、約2割がスタートアップ企業

準備会メンバーの構成 (発足～2025.3.10現在)

Before

Now

23社19社
26社53社

71社

17社

注：スタートアップ企業を設立10年以内の企業と定義

20社

2024/1/26 
設立準備会キックオフ会議時点

2025/3/10時点

23社

20社

3社

71社
91社

21社

112社
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準備会メンバー・発起人会メンバーの業種

分野・業種の垣根を越えて賛同企業が参画

一般企業 スタートアップ企業 発起人
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30

デベロッ

パー

設計事務所 ゼネコン サブコン 設備メー

カー

内装 不動産テッ

ク

IoT・アプ

リ事業者

ネットワー

ク事業者

ビルマネ コンサルタ

ント

アカデミア 他団体 政府機関



機密性２ 関係者限り

スマートビルディング、

そこは誰もが笑顔になれる場所

人と街をデジタルでつなぐ架け橋

これからのビルのあるべき姿の道しるべ

https://www.ipa.go.jp/digital/architec
ture/project.html#smartbuilding-pj
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